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▶ クラブ運営お役立ちツール
◎自立・自律に向けたチェックリスト　◎クラブのらくらく広報

▶ 公認スポーツ指導者資格情報」
◎公認クラブマネジャー・公認アシスタントマネジャー資格の取得をおススメします！

▶ セミナー等情報
◎<開催報告！>ブロック別クラブネットワークアクション2013
◎<申込締切延長！>生涯スポーツ・体力つくり全国会議2014
◎総合型地域スポーツクラブ交流大会in徳島
◎日本体育・スポーツ経営学会研究集会
◎NPO法人クラブネッツセミナー「ドイツと日本におけるスポーツクラブの未来」

▶ 報告書等情報
◎「スポーツ指導者育成事業推進プラン2013」を公表!!
◎「スポーツ指導者のための倫理ガイドライン」を策定！
◎スポーツ指導者の資質能力向上のための有識者会議（タスクフォース）報告書について

▶ 「フェアプレイ」キャンペーン情報
◎<30,000名達成！>フェアプレイ宣言者が30,000名を超えました！



日本体育協会では、今後概ね5年を目途とする総合型地域スポーツクラブ育成の取り組みについて、「総合型地域
スポーツクラブ育成プラン2013(育成プラン2013)」として取りまとめ、本年7月に公表しました。
このことに関連して「育成プラン2013」を紹介する連載を行っています。

今回は連載第5回目として、「日本体育協会が取り組む各種支援方策」のうち「クラブ運営を担う人材の強化」につ
いてご紹介します。
http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/H25/12.ikusei_plan_
Vol.5.pdf

また、去る11月10日付発行の本会情報誌「Sports Japan」に、育成プラン2013に関するインタビュー記事が
掲載されました！
http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/MailMagazine/H25/11.ikusei_plan_in
terview.pdf

「育成プラン2013」の内容については、本会HP上に公開中ですので、ぜひご覧ください。
▶「総合型地域スポーツクラブ育成プラン2013」（全文）
http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/kurabuikusei/doc/club_ikusei_plan2013.pdf

▶「総合型地域スポーツクラブ育成プラン2013」について（本会HP）
http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/394/Default.aspx

〈特別企画〉 [第5回 ]
「総合型地域スポーツクラブ育成プラン2013」内容紹介
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2020年オリンピック・パラリンピックを日本で！
ご協力をよろしくお願いします！

(東京2020オリンピック・パラリンピック招致委員会HP)
http://tokyo2020.jp/jp/index.php



クラブのPRがユニークなクラブ
特  集

地域自治会のネットワークを活用！1
　クラブでは、運営委員に地域の自治会長が全員入っています。そのため、地域の自治会が全面的にクラブの活動
趣旨に賛同し、協力してくれています。そのため、自治会を通じたクラブPRも可能で、例えば一人暮らしの高齢者
にもクラブ情報が届きます。自治会によっては、ゴミ集積ボックスにクラブ用の専用掲示板を用意してくれています。
掲示板には、スポーツ教室開催情報等の掲示をしてもらっています。
　そして何よりも、クラブPRチラシを自治会長自らが各世帯に配ってまわってくださり、その口コミにより、一人暮
らしを含む高齢者の加入者が増えてきているのがクラブとしてはうれしいようです。

子ども会や老人クラブと連携、認知度アップ！2
■きっかけ
　地域の各自治会には、子ども会や老人クラブが組織されていますが、それらの活動はマンネリ化しており、また子
ども会は少子化の影響も受け、組織単独での活動が難しくなっていました。地域の絆も薄まってきており、「地域の
子どもの顔がわからない」という地域の方々の声も聞こえていました。
　そこで、地域の活性化や絆づくりを目的に、クラブが交流事業を実施することにしました。

■内容
　クラブ主催の交流会に、老人クラブの会員や子ども会の会員(親子)を招待し、世代間で楽しめるスポーツ交流
会や餅つき交流会を開催しています。
　スポーツ種目は、グラウンドゴルフやスポーツ吹き矢等を行っています。汗を流した後は、芋煮を食べたり、餅
つきをしながら交流を図りました。

■成果・評価
　老人クラブや子ども会の組織単独では実施できない交流をスポーツクラブが行うことで、地域への認知度がグッ
と高まりました。
　今年度(平成25年度)から、老人クラブの会員や子ども会の会員からも交流会への参加費をいただくことにしたが、
参加人数は減ることはなく、逆にファミリー会員としてスポーツクラブへ加入するケースも見られるようになってきました。

自治会のネットワークを活かしたクラブＰＲ
～花館グリーンウインズスポーツクラブ～ 

①地域自治会のネットワークを活用！
②子ども会や老人クラブと連携、認知度アップ！
③「地域の活性化」と「絆づくり」のために！

ココに注目！



「地域の活性化」と「絆づくり」のために！3
　クラブの理念には、「子どもから高齢者まで、広く地域住民の生活向上に寄与するため、スポーツ、文化を通して
地域住民の心身の健康と保持増進を図るとともに、様々な人との交流を広げ、地域の活性化と元気な明るいスポー
ツライフを送るための環境の実現を目指す」とあります。クラブではこの理念にもとづき、「地域の活性化」と「絆づくり」
に貢献できるクラブとして、今後もクラブPR活動を行っていきます。

(クラブマネジャー　沢屋 隆世)

クラブプロフィール

設立年月日
地 域
運 営

特 徴
連 絡 先

平成25年2月
秋田県大仙市花館地域　上下大戸・中野・唐関地区
会員106名(平成25年10月現在）
予算規模37万円(平成25年度)
地域の自治会を中心にクラブを設立。地域の活性化と絆づくりを担っている。
秋田県大仙市花館字上大戸下川原74-45　玉川荘内
TEL：090-1064-7184（沢屋）　FAX：0187-63-6184
E-mail：

：
：
：

：
：

sawaya@trust.ocn.ne.jp
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クラブのPRがユニークなクラブ
特  集

他団体のイベントに積極的に参加！2
　今年度は、町内の他団体が行うイベントからブース設置の依
頼を受けて、「スポnetカフェ」と称してブースを設置しました。
約25席のくつろぎのスペースを作り、コーヒー、紅茶等の飲み
物とクッキーを添えて販売しました。

クラブの「愛称」「ロゴ」「イメージキャラクター」を作成！1
＜きっかけ＞
　クラブは平成24年11月に設立し、今年度(平成25年度)より会員募集を開始したばかりであり、まず、地域に
クラブの存在を知ってもらうことが重要であると考えていました。そこで、地域の方が一目見てクラブのことが思い
浮かぶようなインパクトのある「ロゴ」と「イメージキャラクター」を作成しました。

●愛称：「スポnetなんぶ」(クラブ設立後に、愛称を地域の方から募集しました)

●ロゴ：(愛称に「元気」と「スポーツ」をイメージしたデザインにしています)

●イメージキャラクター：「ポネットちゃん」
　(スポーツを連想させる「金メダル」や「輝き」をイメージさせる「星」を身につけています)

「愛称」「ロゴ」「イメージキャラクター」によるPR活動
～南部町総合型地域スポーツクラブ「スポｎｅｔなんぶ」～

①クラブの「愛称」「ロゴ」「イメージキャラクター」を作成！
②他団体のイベントに積極的に参加！
③地域の方を対象にコンサートを開催！

ココに注目！



地域の方を対象にコンサートを開催！3
　さらなるクラブの認知度向上に向けて、スポーツ教室・イベ
ント活動に限らず、より多くの地域の方々に参加できるイベント
として、「クリスマスキャンドルコンサート」を開催し、町内在住
のシンガーソングライターによるコンサートや町内のお店による
出前カフェを行いました。
　当日は定員の100名を超える参加があり、小さな子どもから
大人まで多世代にわたって楽しめる和やかな雰囲気での交流の
場となるコンサートとして成功したと感じています。

＜今後の展望＞
　今後は、「ポネットちゃん」の着ぐるみを作成し、クラブ主催の事業に限らず、町内のイベント等に積極的に参加
していこうと考えています。

クラブプロフィール

設立年月日
地 域
運 営

特 徴
連 絡 先

平成24年11月4日
鳥取県西伯郡南部町地域
会員数141名(平成25年11月現在)
予算規模330万(平成25年度)
自然体験イベント、大なわとび大会等多くの世代に楽しむことができる様々なイベントを実施
鳥取県西伯郡南部町天萬558　南部町教育委員会事務局内
TEL：0859-64-3780　FAX：0859-64-2183
E-mail：
クラブHP：

：
：
：

：
：

sports＠town.nanbu.tottori.jp
http://www.suponetnanbu.jp
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クラブのPRがユニークなクラブ
特  集

クラブのオリジナルグッズで「ゆるキャラ」とコラボ！1
　クラブでは、クラブがどのような趣旨や目的で活動しているかをスポーツにあまり興味・関心がない方に対しても
理解してもらうため、クラブのオリジナルグッズを作成・販売しています。

●オリジナルグッズ
　マフラータオル・買い物バッグ・マグネット・ミニタオル・クリアファイル・ボールペン

他団体と関係構築、PRの場を得る！2
■きっかけ
　クラブ設立当初から、クラブの知名度を上げることを優先的に考えていました。知名度を上げるため、地区の小
学校区の自治協議会にも加入し、他の団体等とも関係構築に努めています。

■具体的な活動内容
○小学校PTA主催のバザーの際、バザーの商品を購入した方にクラブPRコーナーのクジ引き券を渡し、クラブ
PRコーナーへ来てもらいPR活動

○小学校区の体育祭で、参加賞としてクラブオリジナルグッズ(ポケットティッシュ)を配付
○町内の子ども会が行うクリスマス会等のイベント時にゲーム等を実施

■成果
　数年にわたり活動した結果、主催者側から｢今年もやりませんか？｣という声をかけてもらえるようになりました。

ブログ・ホームページ・SNSの連動で多方面に情報発信！3
　クラブでは、ブログ・HP・SNSを活用しクラブの紹介だけでなく、地域の他団体の活動状況も掲載しています。

■活動事例
○HPにクラブの協賛企業となっていただいているお店の紹介やイベント・セール情報等を掲載し、クラブの協賛企
業とのwin-winの関係を築くようにしています。

地域との連携によりクラブをＰＲ
～出水南どっとネット～ 

①クラブのオリジナルグッズで「ゆるキャラ」とコラボ！
②他団体と関係構築、PRの場を得る！
③ブログ・ホームページ・SNSの連動で多方面に情報発信！

ココに注目！



○ブログでは日々の活動内容を紹介し、Twitter等のSNS
とも連動させて、色々な媒体からでもクラブの活動が分
かるようにしています。
○紙媒体の広報紙等においても、ブログにて情報発信して
いる旨を掲載しています。

■成果
　クラブでは、特にブログを頻繁に更新することが重要で
あると考えており、日々更新することでブログを見たという
若年層や他地域からの問合せも増えてきているそうです。

(熊本県クラブアドバイザー　永田 好文)

クラブプロフィール

設立年月日
地 域
運 営

特 徴
連 絡 先

平成20年7月
熊本市中央区出水
会員数100名(平成25年7月現在)
予算規模160万円
1小学校内で子どもからご年配までの誰もが参加でき楽しめるクラブ
熊本市中央区出水4丁目10-22
TEL：096-323-7323　FAX：096-371-1466
E-mail：
クラブHP：

：
：
：

：
：

info@izumiminami.net
http://www.izumiminami.net
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〈連載〉 東日本大震災被災地  応援情報

宮城県内の総合型クラブの取り組み

貴クラブの活動状況について、直近1年間でどのような変化がありましたか？Ｑ１
A.

○南光台東地域では、震災により多くの施設が全半
壊等大きな被害を受け、倶楽部も50日間教室・イ
ベントの活動が中止となりました。平成24年度は
集会所・コミュニティセンターの施設等の近隣施
設へ出かけて事業を行いました。

○小学校体育館が震災後の修理が終わっておらず使
用できないため、バドミントン教室等は、コミュニ
ティセンターの狭い会場での教室となっています。
集会場でできる種目として、新しくスポーツ吹き矢
教室を始めました。小学校の校庭は使用できるので、
グラウンドゴルフ、ペタンク教室を行っています。
　12月から小学校サッカー部として、月3回のサッカー
教室を開くことになり、子どもの会員も増え活気と
元気あふれる倶楽部になるよう頑張っています。

平成24年度までの状況 平成25年度の状況

【南光台東エンジョイ倶楽部(仙台市泉区)】

○クラブマネジャー１人で運営等を行う状況でした。 ○サブマネジャーを入れ2人体制で運営等ができるよ
うになりました。

【マリソル松島スポーツクラブ(松島町)】

○震災の影響により一部使用できない、または、使
用に制限のある施設がありました。

○災害復旧工事がほぼ全施設で終了したため、震災
前と同様の利用が可能となりました。

【多賀城市民スポーツクラブ(多賀城市)】

○震災の影響で、一時会員数が減りましたが、1年
後には震災前までの数に戻りました。

○会員数が増加しました。
【りふスポーツクラブ“スポメイトりふ”(利府町)】

○活動可能なプログラムを無理のない範囲で実施し
ました。

○総合型クラブの存在が、地域住民に広がりはじめ、
体育協会、スポーツ少年団との共催事業がスター
トしています。

【川崎町総合型スポーツクラブ「運動笑楽校」(川崎町)】

○総合型クラブの意義を説明しても、なかなか受け入
れてもらえないことが多々ありました。そのことが
活動場所の借用等にも影響していました。

○地域でクラブのことが話題にあがるようになりまし
た。「総合型って何？」「スポーツクラブWAY ばど
んなことをしているの？」と聞かれることも多くなり
ました。活動が周知されてきたと感じています。

【スポーツクラブWAY (゙美里町南郷)】

○クラブ活動の一部を再開しました。 ○平成24年度と同様の状況です。
【女川町スポーツクラブネット(女川町)】

○震災により、会員数が減少し、また、教室会場が確
保できなくなってしまったので、もともとやっていた
教室やイベントを中心に活動を再開させました。

○toto助成金により事務局が常に運営できる状態に
なりました。また、会員も増加し、様々なイベント
を行えるようになりました。会場確保にはまだ苦
労していますが状況は良くなりました。

【レッツいわぬまスポーツネット(岩沼市)】



被災地や貴クラブが復興していくために、今後求められることは何でしょうか？Ｑ3
A.

○地域(住民)に必要とされるクラブ運営が求められます。

【マリソル松島スポーツクラブ(松島町)】

○少しずつであっても地道な活動を継続し、被災者の心の支えになる等、一人ひとりに寄り添った活動が求めら
れます。

【スポーツクラブWAY (゙美里町南郷)】

支援活動（被災地・被災者支援）を行っている総合型クラブ等について、
直近1年間でどのような変化がありましたか？Ｑ2

A.

○避難所や仮設住宅での活動を行いました。健康体
操や食育教室、カラオケ教室など名取市内2か所
と仙台市内2か所で寄り添い活動を実施しました。

○仮設住宅集会場での寄り添い活動を継続して行っ
ています。健康体操、ヨガストレッチ、お花見会、
夏まつり、いも煮会など季節ごとの行事も普段の
活動以外に行っています。

平成24年度までの状況 平成25年度の状況

【尚絅学院大学総合型地域スポーツクラブ絆・KIZUNA(名取市)】

○震災により、会員数が減少し、また、教室会場が
確保できなくなってしまったので、もともとやってい
た教室やイベントを中心に活動を再開させました。

○toto助成金により事務局が常に運営できる状態に
なりました。また、会員も増加し、様々なイベント
を行えるようになりました。会場確保にはまだ苦
労していますが状況は良くなりました。

【レッツいわぬまスポーツネット(岩沼市)】

○平成25年3月に設立しました。 ○クラブとして本格的に活動を開始し、バレーボール、
テニス、ヨガストレッチ、レクダンス、ウォーキング、
グラウンドゴルフ、健康な暮らし講座をメイン事業
として実施しています。

【尚絅学院大学総合型地域スポーツクラブ絆・KIZUNA(名取市)】

○市民ハイキング等のイベントを開催しましたが　震
災の影響もあり、積極的に参加いただける方が少
なく、参加者があまり集まりませんでした。

○スポーツ教室や各種イベント等に参加する方が増
え、また、「教室に来ると元気になれる！」という方
が多く見受けられるようになりました。

【いしのまき総合スポーツクラブ(石巻市)】

○クラブ事務局主導の運営体制でした。 ○クラブ会員の自立性が、活動において少しずつ培わ
れてきました。

【わかやなぎスポーツクラブ(栗原市若柳)】

[直近1年間の出来事]
○会員数の減少(プログラムの一部が再開できないため)
○県外からの視察の増加
○アスリートによる被災地支援がなくなってしまった
○会場の確保が難しい(学校開放がパンク状態)

○toto助成金に助けられている
○他クラブとの連携事業の実施（七ヶ浜・気仙沼）
○新規事業につながる提案の増加
　（行政からの委託事業）

【アクアゆめクラブ(七ヶ浜町)】



○クラブ会員の増加が求められます。

【女川町スポーツクラブネット(女川町)】

○スポーツ活動のきっかけづくり、場所の確保・提供

【多賀城市民スポーツクラブ(多賀城市)】

○会員確保、安定した資金源の確保、安定した会場の確保、地域交流、自主運営の理解、運営側の人材確保等

【レッツいわぬまスポーツネット(岩沼市)】

○地域の各世代におけるニーズを確実に拾っていけるようなコミュニケーションづくりが必要です。

【わかやなぎスポーツクラブ(栗原市若柳)】

○toto助成金を活用して、地域の子ども達からお年寄りまで体を動かす機会を増やしていくことが必要です。

【エナブルスポーツクラブ(仙台市)】

○皆がスポーツを通して明るく元気になれるような、ニーズに合った教室やイベントを開催していくことが求めら
れます。

【いしのまき総合スポーツクラブ(石巻市)】

○復興支援に係るスポーツクラブや団体等へ公私にわたる支援の継続が必要です。また、復興支援のための学
習会や交流会等の設定も求められます。

【尚絅学院大学総合型地域スポーツクラブ絆・KIZUNA(名取市)】

v
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申込締切：平成26年1月30日まで

▶ 「平成26年度社会貢献活動助成」事業 （全日本社会貢献団体機構）
　［平成25年12月27日（金）必着］
　http://ajosc.org/subsidy/application.html

▶ 第4回 夢屋基金 （公益財団法人公益推進協会）
　 ［平成26年1月30日（木）当日消印有効］
　http://kosuikyo.com/1248-2

助成金情報
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お知らせ

◆ クラブ運営お役立ちツール ◆

日本体育協会では、総合型クラブで活動される方を対象に、より充実したクラブ運営の一助となるよう2つのツー
ルを作成しています。

《クラブ運営の自己評価・点検ツール》
▶ 「自立・自律に向けたチェックリスト」

http://www.japan-sports.or.jp/publish/local/tabid/936/Default.aspx#02

《クラブ運営の広報活動ツール》
▶ 「クラブのらくらく広報」

http://www.japan-sports.or.jp/publish/local/tabid/936/Default.aspx#01

◆ 公認スポーツ指導者資格情報 ◆

◎公認クラブマネジャー・公認アシスタントマネジャー資格の取得をおススメします！

日本体育協会では、クラブ業務を合理的に行い、効果的な事業計画を企画・立案する上で必要となる一定以上の
専門的な知識・技能を身に付けた人材を充実させるため、「公認クラブマネジメント資格」講習会を実施しています。

公認クラブマネジメント資格には、クラブ運営を中心的に担う方を想定した「公認クラブマネジャー」と、クラブマネ
ジャーとともにクラブ運営を補佐する方を想定した「公認アシスタントマネジャー」の2つの資格があります。

ご自身のクラブの自立・自律に向けて、ぜひ本会公認クラブマネジメント資格を取得してみませんか。

詳しい資格内容や講習会情報についてはこちらから
▶ クラブマネジャー

http://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid/221/Default.aspx
※平成25年度の養成講習会については、すでに申込みを終了しています。なお、平成26年度の養成講習会に
ついては、平成26年4月頃に申込み受付を開始する予定です。

▶ アシスタントマネジャー
http://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid/220/Default.aspx
※養成講習会の日時・会場等については、各実施団体に直接ご確認ください。



◆ セミナー等情報 ◆

◎＜開催報告！＞ブロック別クラブネットワークアクション2013

本事業は、地域スポーツクラブ関係者が抱える課題を解決する糸口を探るための情報の共有化や、クラブ育成支
援のためのネットワークの強化を図ることなどを目的として全国9ブロックにて開催されました！

現在、東海ブロックの開催報告を公表していますので、ぜひご覧ください！

http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/508/Default.aspx

各ブロックの開催報告については、今後随時更新していきます。

◎＜申込締切延長！＞生涯スポーツ・体力つくり全国会議2014

本会議は、生涯スポーツ関係団体の各界各層の人々が一堂に会し、地域におけるスポーツ推進の現状及び課題に
ついて、研究協議や意見交換を行い、相互理解を深め、関係者間の協調・協力体制の強化と生涯スポーツ社会
の実現に向けた機運の醸成を目的とし、開催されます。

全体テーマ：「次世代に繋ぐ新たなスポーツ環境の創出に向けて」～私たちは未来からスポーツを託されている～

主　　催：文部科学省／生涯スポーツ・体力つくり全国会議実行委員会
日　　時：平成26年2月7日(金) 10:00～
会　　場：ホテルかめ福（全体会・第1・2分科会・情報交換会・展示）
　　　　　ホテルニュータナカ（第3・4分科会）
　　　　　西の雅　常盤（第5・6分科会）
参 加 費：2,000円　※情報交換会への参加を希望する場合は、別途5,000円
申込締切：12月27日（金）当日必着

▶ 開催要項、参加申込方法などの詳細はこちらから
http://www.japan-sports.or.jp/event/tabid/200/Default.aspx

◎総合型地域スポーツクラブ交流大会 in 徳島

徳島県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会では、総合型クラブ間の交流を目的にソフトバレーボール大会を開催
します。

全国の総合型クラブが対象となっており、交流パーティー等もありますので、総合型クラブ間のネットワーク構築
のためにぜひご参加ください。

日　　時：平成26年3月1日（土）
　　　　　　①クラブのプログラム体験
　　　　　　②ソフトバレーボール交流練習会
　　　　　　③交流パーティー
　　　　　平成26年3月2日（日）
　　　　　　ソフトバレーボール交流大会
場　　所：徳島県鳴門市・徳島市 他
参 加 費：交流パーティー 6,000円／ 1人
　　　　　交流大会 3,000円／ 1チーム、（個人参加の場合1,000円／ 1人）

※参加をご希望の方は、所属都道府県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会事務局へお問合せください。



◎日本体育・スポーツ経営学会研究集会

日本体育・スポーツ経営学会では「子どもとスポーツ」や「総合型クラブ」をテーマに研究集会を開催します。

スポーツを経営的な視点で捉え、子育て環境づくりや良いクラブの条件などについて考える機会となりますので、
興味のある方はぜひご参加ください。

○第46回研究集会　「『子どもが育つ環境づくり』」を考える」
日　　時：平成25年12月21日（土）13:00～17:00
場　　所：大阪教育大学附属高等学校平野校舎
定　　員：150名
参 加 費：正会員 1,500円、学生会員 1,000円、一般（社会人）2,000円、一般（学生）1,500円

○第47回研究集会　「地域スポーツクラブの成長モデルと評価指標を考える」
日　　時：平成26年1月25日（土）13：00～17：30
会　　場：筑波大学東京キャンパス文教校舎134教室
定　　員：200名 
参 加 費：一般会員 2,000円、学生会員 1,000円、非会員社会人 3,000円、非会員学生 2,000円

▶ 申込みなど詳細はこちらから
http://www.jsmpes.jp/

◎NPO法人クラブネッツセミナー 「ドイツと日本におけるスポーツクラブの未来」

NPO法人クラブネッツでは、地域スポーツクラブ先進国であるドイツからスポーツクラブ関係者を招き、日本のス
ポーツクラブが目指すべき将来像について考えるセミナーを開催します。

スポーツを通した地域づくりや市民活動の活性化を目指す方はぜひご参加ください。

日　　時：平成26年3月15日（土）10:20～16:40　※17:00～19:00 懇親会
場　　所：日本大学文理学部 百周年記念館 国際会議場
参 加 費：6,000円
懇親会費：3,000円
申込締切：平成26年2月28日（金）

▶ 申込みなど詳細はこちらから
http://www.clubnetz.or.jp/?p=1611

◆ 報告書等情報 ◆

◎「スポーツ指導者育成事業推進プラン2013」を公表!!

日本体育協会では、スポーツ指導者育成事業の今後概ね5年間の方針を示した「スポーツ指導者育成事業推進プ
ラン2013」を公表しました。

これは本会が目指す「スポーツ立国の実現」のため、スポーツ指導者のさらなる量的拡大と質的向上を目的とするも
のです。本プランでは有資格指導者の拡充など4つの基本方針とそれに基づく重点施策を策定し、施策ごとに数
値目標を設定しました。

本会では今後、プランに示された目標の達成を通して、望ましい社会の実現に貢献するため各種施策を推進してい
きます。

本プランの内容については、本会HP上に公開中ですので、ぜひご覧ください。



▶ 「スポーツ指導者育成事業推進プラン2013 -『スポーツ立国の実現』に向けて-」(全文)
　 http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data/katsudousuishin/doc/plan01.pdf

▶ 本会が現在実施しているスポーツ指導者育成事業について
　 http://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid/63/Default.aspx

◎「スポーツ指導者のための倫理ガイドライン」を策定！

スポーツの意義や価値が改めて問われている昨今、日本体育協会では、スポーツ指導者の望ましい考え方や行動
についてガイドラインを策定しました。

本ガイドラインでは「スポーツの価値」「プレーヤーズファースト」「フェアプレー」の視点から、安全で、正しく、楽し
いスポーツ活動をサポートするためのプレーヤーと指導者の望ましい関係づくりについて解説しています。

また、暴力やハラスメントなどの反倫理的行為が起きる背景や影響、指導者としての注意点なども網羅しています。

総合型クラブの現場で活動されているスポーツ指導者をはじめ、運営スタッフやクラブ会員の保護者などスポーツに
関わる皆さまに読んでいただき、本ガイドラインの趣旨を共有することで、スポーツ界から反倫理的行為を根絶する
ための一助となれば幸いです。

▶ 「スポーツ指導者のための倫理ガイドライン」
　 http://www.japan-sports.or.jp/publish/tabid/677/Default.aspx#book06

◎スポーツ指導者の資質能力向上のための有識者会議（タスクフォース）報告書について

文部科学省では、スポーツ指導において暴力を行使する事案が明らかになったことを受け、「スポーツ指導者の資質
能力向上のための有識者会議（タスクフォース）」を設置し「新しい時代にふさわしいスポーツの指導法」のあり方に
ついて検討を行ってきました。
このたび、本タスクフォースの報告書がまとまり、公表されました。

我が国のスポーツ指導の場から今後、暴力が一掃されるよう、皆さまのご協力をお願いします。

▶ スポーツ指導者の資質能力向上のための有識者会議（タスクフォース）報告書
　 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/sports/017/toushin/1337250.htm

◆ 「フェアプレイ」キャンペーン情報 ◆

◎＜30,000名達成！＞フェアプレイ宣言者が30,000名を超えました！

日本体育協会では、社会におけるスポーツの価値をより高めていくこと、スポーツ界を中心に「フェアプレイ」を社
会全体に浸透させ、日本を元気にしていくことを目的に「フェアプレイで日本を元気に」キャンペーンを実施中です。

多くの総合型クラブ関係者の方々にもフェアプレイ宣言していただき、フェアプレイ宣言者が30,000名を超えま
した！

これからも「フェアプレイ」を広げるためにキャンペーン活動を続けてまいりますので、皆さんのご協力をお願いし
ます！

また、本キャンペーンの公式Facebookも公開中です。
Facebookをご利用の方は、ぜひ本Facebookページにアクセスいただき、「いいね！」や「シェア」を押していただ
くなど、本キャンペーンのPRにご協力をお願いします。
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▶ 「フェアプレイで日本を元気に」キャンペーン公式Facebook
　 https://www.facebook.com/JASA.fairplay

▶ フェアプレイ宣言など、詳しくはこちらから
　 http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/data0/fair/

●公式メールマガジンへの登録をおススメください！

公式メールマガジンをご愛読いただき、ありがとうございます。
おかげさまで、現在約4,900の登録をいただいております。

このメールマガジンは、総合型クラブに少しでも関心のある方には、どなたでも無料でお送りしています。
ぜひ周りの方にも本メールマガジンをおススメください！

【登録方法】
1)日本体育協会HPのトップページの中央にある「総合型地域スポーツクラブ」をクリック
2)下段の「メールマガジン」をクリック
3)「登録・退会」をクリック
4)「登録する」をクリック
5)登録フォームに、お持ちのメールアドレスを入力（2回）
6)登録確認画面へ（完了）

▶ メールマガジンの登録（無料）・配信停止（退会）
　 http://www.japan-sports.or.jp/local/tabid/516/Default.aspx

※メールアドレスを変更される場合は、上記ページで一度退会手続きをした後、再度登録手続きを行ってください。




